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　19世紀末にヨーロッパでアルペンスキー技術が確立すると，世界
の積雪地域でスキーリゾートが誕生するようになり，今日まで発展を
続けている。本書は，スキーリゾートの発展プロセスにみられる地域
的・時間的傾向，発展にかかわる地域的条件について地理学の立
場から解明する。
　日本では，1980年代に爆発的に拡大したスキーブームも，1993
年以降は衰退・停滞が続いている。 スキー場の閉鎖・休業も生じ
ているものの，インバウンド・ツーリズムの受け入れといった新しい
傾向もみられる。一方，ヨーロッパアルプス，特にオーストリアでは，
大規模で標高の高いスキーリゾートで継続的な発展傾向がみられ，
長期滞在に基づくスキー文化がその発展に大きく寄与してきた。本
書はこれらのプロセスを両国の具体的事例とともに解説する。
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